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市
内
の
桜
が
咲
き
乱
れ
る
時
季

の
到
来
で
す
。
今
年
も
安
城
公
園

を
は
じ
め
、
市
内
全
４
カ
所
で
安

城
桜
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

夜
に
は
ぼ
ん
ぼ
り
に
灯
り
が
と

も
り
、
夕
暮
れ
か
ら
午
後

時
ま

１０

で
夜
桜
を
楽
し
め
ま
す
。

デ
ン
パ
ー
ク
周
辺
の
半
場
川
沿

い
で
は
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
よ
り
開

花
が
早
く
、
３
月
中
旬
頃
か
ら
見

頃
と
な
る
陽
光
桜
を
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
。

日
松
・

日
掌
は
、
午
後

２４

２５

５
時
以
降
、
正
面
ゲ
ー
ト
か
ら
無

料
で
入
園
で
き
ま
す（
閉
園
は
午

後
９
時
）。

●
日
程

３
月

日
松
～
４
月

１７

１２

日
昭

※
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
期
間
は
桜
の
開

花
状
況
に
よ
り
変
更
し
ま
す
。

●
会
場

安
城
公
園（
桜
町
）、城

山
公
園（
桜
井
町
）、日
の
出
公
園

（
日
の
出
町
）、半
場
川
沿
い（
デ
ン

パ
ー
ク
周
辺
）

◎
イ
ベ
ン
ト

■
写
生
大
会

●
日
時

３
月

日
松
、
４
月
１

３１

日
掌
午
前
９
時
～
午
後
４
時

●
場
所

安
城
公
園

●
対
象

市
内
在
住
で
、
平
成
３０

年
度
に
小
学
１
～
６
年
生
に
な
る

児
童

●
賞

最
優
秀
賞
各
学
年
１
人
・

優
秀
賞
各
学
年
７
人（
賞
状
と
賞

品
）、参
加
賞

●
持
ち
物

画
板
、
絵
の
具
、
ク

レ
ヨ
ン
等

※
画
用
紙
は
会
場
で
配
布
。

●
作
品
提
出
方
法

４
月
９
日
捷

ま
で
の
午
前
８
時

分
～
午
後
５

３０

時

分（
松
掌
を
除
く
）に
、
作
品

１５
を
持
っ
て
商
工
課
へ

※
大
会
当
日
は
会
場
で
も
受
け
付

け
ま
す
。

●
そ
の
他

写
生
大
会
当
日
以
外

の
写
生
も
可
。
商
工
課
に
て

画
用
紙
を
配
布
し
ま
す

■
さ
く
ら
と
安
城
七
夕
親
善

大
使
を
写
す
会

●
日
時

４
月
１
日
掌
午
後

２
時

分
～
４
時

３０

●
場
所

安
城
公
園

■
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

●
募
集
内
容

市
内
の
今
春

の
桜
を
撮
影
し
た
作
品（
未

発
表
の
も
の
に
限
る
。
1
人

５
点
以
内
）

●
サ
イ
ズ
等

四
つ
切
又
は

第

回
安
城
桜
ま
つ
り

４１

ワ
イ
ド
四
つ
切（
合
成
・
加
工
作

品
は
不
可
）

●
賞

最
優
秀
賞
１
人
・
優
秀
賞

５
人
・
入
選
８
人
・
佳
作

人
１０

（
賞
状
と
賞
金
）

●
応
募
方
法

４
月

日
昭
ま
で

１２

の
午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

３０

１５

分（
松
掌
を
除
く
）に
、
裏
面
に
応

募
票
を
貼
っ
た
作
品
を
持
参
か
郵

送（
消
印
有
効
）で
商
工
課（
〒
４４６

－

８
５
０
１
住
所
不
要
）へ

※
応
募
票
は
商
工
課
・
地
区
公
民

館
・
市
観
光
協
会
H
P
で
配
布
。

■問
▼
安
城
市
観
光
協
会

（
商
工
課
内
）

（
緯〈

〉２
２
３
５
）

７１

安城公園の池を幻想的に彩る夜桜

安
城
市
創
蓄
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
協

議
会（
※
）が
実
施
す
る
超
小

型
電
気
自
動
車
の
カ
ー
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
事
業「
き
～
☆
モ

ビ
」は
、
３
月

日
松
で
終

３１

了
し
ま
す
。

※
安
城
市
、
叙
デ
ン
ソ
ー
、

豊
田
通
商
叙
、
安
城
商
工

会
議
所
、
叙
安
城
ス
タ
イ

ル
、
叙
日
本
総
合
研
究
所

で
構
成
。

●
問
合
せ

環
境
都
市
推
進

課（
緯〈

〉２
２
０
６
）、き

７１

～
☆
モ
ビ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
緯
０
１
２
０〈

〉１
４
２

４０

０
）
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健
幸
都
市
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
取
り
組
む
本
市
で
は
、
地
域
の

課
題
を
解
決
し
、
関
係
す
る
人
々

の
健
康
、
健
幸
の
強
化
・
発
展
に

つ
な
が
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
ケ
ン

サ
チ
グ
ラ
ン
プ
リ
」３
事
業
を
展

開
中
で
す
。

ケ
ン
サ
チ
グ
ラ
ン
プ
リ
事
業
の

一
つ
で
あ
る
、
ア
グ
リ
パ
ー
ク
安

城
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
農
園
の
会
員
を

募
集
し
ま
す
。
自
然
の
中
で
、
気

軽
に
野
菜
づ
く
り
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。
初
心
者
も
歓
迎
で
す
。

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
農
園
体
験

●
内
容

割
り
当
て
ら
れ
た

区
画
を
使
っ
て
野
菜
づ
く
り

を
し
ま
す
。
週
２
回（
半
日
）、

畑
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
駐
在

し
ま
す
の
で
、
指
導
に
従
っ

て
作
業
を
し
て
く
だ
さ
い
。

道
具
・
肥
料
・
苗
等
の
必
要

な
も
の
は
農
園
に
て
用
意
し

ま
す
。
で
き
た
新
鮮
な
野
菜

は
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。野

菜
づ
く
り
の
他
に
、
収

穫
祭
等
の
農
に
関
連
し
た
様

々
な
イ
ベ
ン
ト
も
予
定
し
て

い
ま
す

●
期
間

４
月
～
平
成

年
３
月

３１

（
１
年
契
約
、
そ
の
後
１
年
単
位

で
更
新
有
）

●
場
所

小
川
町
小
向
の
農
園

●
募
集
区
画
数

９
区
画（
先
着

順
）

●
費
用

１
区
画（

釈
）あ
た
り

１５

年
間
３
万
５
０
０
０
円

●
そ
の
他

暫
ト
イ
レ
、
駐
車
場
所
、
テ
ン
ト

小
屋
有

暫
農
務
課
、
各
地
区
公
民
館
に
て

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布

暫
現
地
見
学
歓
迎

「
ア
グ
リ
パ
ー
ク
安
城
フ
ァ
ミ
リ
ー
農
園
」会
員
募
集

●
申
込
み

電
話
か
E
メ
ー
ル
で

ア
グ
リ
パ
ー
ク
安
城
・
二に

宗
さ
ん

し
ゅ
う

（nishu@
post.em

ail.ne.jp

）へ

※
下
記
Q
R
コ

ー
ド
か
ら
も

申
込
可
。

ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
へ

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
応
援
に
行
こ
う

安
城
市
の
ホ
ー
ム
チ
ー
ム「
デ

ン
ソ
ー
ブ
ラ
イ
ト
ペ
ガ
サ
ス
」日

本
リ
ー
グ
開
幕
戦
初
戦
が
ナ
ゴ
ヤ

ド
ー
ム
で
行
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、

当
日
を「
市
民
ス
ペ
シ
ャ
ル
応
援

デ
ー
」と
し
、

人
を
無
料
で
チ

５００

ー
ム
応
援
席
へ
招
待
。
ま
た
、
バ

ス
で
応
援
に
行
く
市
民
サ
ポ
ー
タ

ー
を
大
募
集
し
ま
す
。
市
内
在
住・

在
勤
・
在
学
者
が
対
象
で
す
。

■
デ
ン
ソ
ー
ブ
ラ
イ
ト
ペ
ガ
サ
ス

対
日
立
サ
ン
デ
ィ
ー
バ
戦

●
日
時

４
月
１
日
掌

入
場
糸
正
午

試
合
開
始
糸
午
後

１
時

●
場
所

ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム（
名
古

屋
市
北
区
）

●
入
場
方
法
等

安
城
市
専
用
受

付
ブ
ー
ス
に
て
先
着

人
ま
で
無

５００

料
。
チ
ー
ム
応
援
席
に
案
内
し
ま

す（
免
許
証
等
の
提
示
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
）

■
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
ブ
ラ

イ
ト
ペ
ガ
サ
ス
を
応
援
し
よ
う
！

市
役
所
さ
く
ら
庁
舎
を
発
着
場
所

と
し
、
バ
ス
で
ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
ま

で
送
迎
し
ま
す
。

●
集
合
・
解
散
時
間

集
合
糸
午

前

時

分

解
散
糸
午
後
５
時

１０

２０

分（
予
定
）

３０●
定
員

人（
先
着
順
）

５０

●
申
込
み

３
月

日
松
～

日

１７

２５

掌
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
捷
を

除
く
）に
、
申
込
書
を
フ
ァ
ク
ス

か
E
メ
ー
ル
で
ス
ポ
ー
ツ
課（
胃

〈
〉９
２
９
３
／m

y-sports-a

７７

njo@
city.anjo.lg.jp

）へ

※
申
込
書
は
安
城
ホ
ー
ム
チ
ー
ム

サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
H
P（
左
記

Q
R
コ
ー
ド
か

ら
リ
ン
ク
）・ス

ポ
ー
ツ
課
で
配

布
。■問

▼
ス
ポ
ー
ツ
課

（
緯〈

〉３
５
３
５
）

７５

デンソーブライトペガサスの皆さん

■問
▼
ア
グ
リ
パ
ー
ク
安
城
・

二
宗

（
緯

〈
８
３
２
４
〉９
７
７
０
）

０９０

農
務
課

（
緯〈

〉２
２
３
３
）

７１
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農
に
関
連
し
た
様

々
な
イ
ベ
ン
ト
も
予
定
し
て

い
ま
す

●
期
間

４
月
～
平
成

年
３
月

３１

（
１
年
契
約
、
そ
の
後
１
年
単
位

で
更
新
有
）

●
場
所

小
川
町
小
向
の
農
園

●
募
集
区
画
数

９
区
画（
先
着

順
）

●
費
用

１
区
画（

釈
）あ
た
り

１５

年
間
３
万
５
０
０
０
円

●
そ
の
他

暫
ト
イ
レ
、
駐
車
場
所
、
テ
ン
ト

小
屋
有

暫
農
務
課
、
各
地
区
公
民
館
に
て

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布

暫
現
地
見
学
歓
迎

「
ア
グ
リ
パ
ー
ク
安
城
フ
ァ
ミ
リ
ー
農
園
」会
員
募
集

●
申
込
み

電
話
か
E
メ
ー
ル
で

ア
グ
リ
パ
ー
ク
安
城
・
二に

宗
さ
ん

し
ゅ
う

（nishu@
post.em

ail.ne.jp

）へ

※
下
記
Q
R
コ

ー
ド
か
ら
も

申
込
可
。

ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
へ

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
応
援
に
行
こ
う

安
城
市
の
ホ
ー
ム
チ
ー
ム「
デ

ン
ソ
ー
ブ
ラ
イ
ト
ペ
ガ
サ
ス
」日

本
リ
ー
グ
開
幕
戦
初
戦
が
ナ
ゴ
ヤ

ド
ー
ム
で
行
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、

当
日
を「
市
民
ス
ペ
シ
ャ
ル
応
援

デ
ー
」と
し
、

人
を
無
料
で
チ

５００

ー
ム
応
援
席
へ
招
待
。
ま
た
、
バ

ス
で
応
援
に
行
く
市
民
サ
ポ
ー
タ

ー
を
大
募
集
し
ま
す
。
市
内
在
住・

在
勤
・
在
学
者
が
対
象
で
す
。

■
デ
ン
ソ
ー
ブ
ラ
イ
ト
ペ
ガ
サ
ス

対
日
立
サ
ン
デ
ィ
ー
バ
戦

●
日
時

４
月
１
日
掌

入
場
糸
正
午

試
合
開
始
糸
午
後

１
時

●
場
所

ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム（
名
古

屋
市
北
区
）

●
入
場
方
法
等

安
城
市
専
用
受

付
ブ
ー
ス
に
て
先
着

人
ま
で
無

５００

料
。
チ
ー
ム
応
援
席
に
案
内
し
ま

す（
免
許
証
等
の
提
示
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
）

■
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
ブ
ラ

イ
ト
ペ
ガ
サ
ス
を
応
援
し
よ
う
！

市
役
所
さ
く
ら
庁
舎
を
発
着
場
所

と
し
、
バ
ス
で
ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
ま

で
送
迎
し
ま
す
。

●
集
合
・
解
散
時
間

集
合
糸
午

前

時

分

解
散
糸
午
後
５
時

１０

２０

分（
予
定
）

３０●
定
員

人（
先
着
順
）

５０

●
申
込
み

３
月

日
松
～

日

１７

２５

掌
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
捷
を

除
く
）に
、
申
込
書
を
フ
ァ
ク
ス

か
E
メ
ー
ル
で
ス
ポ
ー
ツ
課（
胃

〈
〉９
２
９
３
／m

y-sports-a

７７

njo@
city.anjo.lg.jp

）へ

※
申
込
書
は
安
城
ホ
ー
ム
チ
ー
ム

サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
H
P（
左
記

Q
R
コ
ー
ド
か

ら
リ
ン
ク
）・ス

ポ
ー
ツ
課
で
配

布
。■問

▼
ス
ポ
ー
ツ
課

（
緯〈

〉３
５
３
５
）

７５

デンソーブライトペガサスの皆さん

■問
▼
ア
グ
リ
パ
ー
ク
安
城
・

二
宗

（
緯

〈
８
３
２
４
〉９
７
７
０
）

０９０

農
務
課

（
緯〈

〉２
２
３
３
）

７１



安
城
を
代
表
す
る
飲
食
店
を
中

心
に
ご
当
地
グ
ル
メ
や
自
慢
の
一

品
を
販
売
す
る
ブ
ー
ス
が
ア
ン
フ

ォ
ー
レ
に
大
集
合
！

季
節
の
花
や
植
物
等
を
販
売
す

る
花
市
場
コ
ー
ナ
ー
も
登
場
し
ま

す
。
総
出
店
数
は

店（
予
定
）。

２７

願
い
ご
と
広
場
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
演
奏
等
を

披
露
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
日
は
J

R
安
城
駅
前
で
ホ
コ
天

き
ー
ぼ
ー
市
も
同
時
開

催
さ
れ
ま
す
。

●
日
時

３
月

日
松
午
前

時

２４

１０

～
午
後
４
時

●
場
所

ア
ン
フ
ォ
ー
レ

■問
資

安
城
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ズ

（
ア
ン
フ
ォ
ー
レ
総
合
案
内
）

（
緯〈

〉１
４
０
０
）

７６

春
の
安
城
い
い
も
ん
市

自
ら
が
本
来
持
っ
て
い
る
力
を

引
き
出
し
、
意
識
と
能
力
を
高
め
、

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
意
思
決

定
に
関
わ
る
力
を
つ
け
る
た
め
の

講
座
。
男
女
共
同
参
画
の
視
点
で
、

仕
事
や
社
会
活
動
等
、
自
分
が
何

を
し
た
い
の
か
、
自
分
で
判
断
し

行
動
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ

け
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
程
等

下
表
の
と
お
り

●
場
所

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

●
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
又
は
市
内
で
活
動
す
る
概
ね
２０

歳
以
上
の
人
で
、
す
べ
て
の
回
に

参
加
で
き
る
人

※
初
め
て
受
講
す
る
人
に
限
る
。

●
定
員

人（
定
員
を
超
え
た

２０

場
合
は
代
理
抽
選
）

●
参
加
費

円
５００

●
そ
の
他

有
料
託
児
有（
１
人

１
回

円
・
要
予
約
）

３００

●
申
込
み

３
月

日
昭
～
４
月

１５

日
捷
午
前
８
時

分
～
午
後
５

１６

３０

時

分（
松
掌
抄
を
除
く
）に
直
接

１５
か
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル

で
市
民
協
働
課（
胃〈
〉３
７
４
１

７２

／kyodo@
city.anjo.lg.jp

）へ

「
新
し
い
私
」発
見
講
座

「新しい私」発見講座カリキュラム
講師内容日程

日置雅子氏
（愛知県立大学
名誉教授）

開講式・オリエンテーション、
男女共同参画とは４月２６日昭

下野谷順子氏
（弁護士）私たちの暮らしの中の法５月１０日昭

小川明子氏
（名古屋大学
准教授）

メディアの情報を理解する～メディア
の「カラクリ」を覗いてみよう～５月２４日昭

市職員

安城市の男女共同参画施策について
安城市政について
議会について
議会傍聴（午後・希望者のみ）

６月７日昭

松田照美氏
（人材育成コン
サルタント）

わかりやすいまとめ方情報を発信する
力をつけよう！
～印象的なプレ
ゼンの仕方～

７月１２日昭

効果的な伝え方７月１９日昭

成果発表・閉講式９月２７日昭

※時間は午前９時３０分～正午。５月２４日のみ午後１時３０分～４時。
※日程・講座内容は、講師の都合等により変更する場合があります。

■問
▼
市
民
協
働
課

（
緯〈

〉２
２
１
８
）

７１

広報あんじょう 2018.3.15 我

市
内
小
・
中
学
生
か
ら
５
０
２

３
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
入

賞
作
品
は
３
月

日
松
～
４
月

２４

１５

日
掌
午
前
９
時
～
午
後
９
時（
捷

を
除
く
）に
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
展
示
し
ま
す
。

入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
。

〈
敬
称
略
〉

■
小
学
生
の
部

●
県
知
事
賞

築
山
結
衣（
安
城

ゆ

い

南
部
小
５
年
）

●
市
長
賞

吉
村
心
花（
安
城
北

こ
の
か

部
小
１
年
）

●
市
議
会
議
長
賞

太
田
聖
愛

き
よ
み

（
錦
町
小
６
年
）

●
市
教
育
長
賞

牧
野
優
那（
桜

ゆ
う
な

町
小
３
年
）

●
金
賞

藤
田
晴
大（
安
城
北
部

は
る
と

小
１
年
）、平
岩
泰
成（
志
貴
小
２

年
）、山
下
花
里
奈（
安
城
中
部
小

３
年
）、神
谷
綾
花（
丈
山
小
４
年
）、

青
木
み
ち
る（
桜
林
小
５
年
）、寺

田
歩
乃
佳（
里
町
小
６
年
）

●
銀
賞

二
村
旬し

ゅ
ん

太
朗（
桜
林
小

た
ろ
う

１
年
）、泉
美
貴（
桜
井
小
２
年
）、

児
玉
怜
奈（
梨
の
里
小
３
年
）、増

れ
い
な

田
優
乙（
桜
林
小
４
年
）、畔
柳
昂

ゆ
う
と

こ
う

生（
安
城
南
部
小
５
年
）、横
地
志

せ
い

し

奈（
安
城
北
部
小
６
年
）

な■
中
学
生
の
部

●
県
知
事
賞

米
津
妃
菜（
安
城

ひ

な

北
中
２
年
）

■問
▼
市
民
安
全
課

（
緯〈

〉２
２
１
９
）

７１

平
成

年
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
展
入
賞
者

３０

▲▲

県
知
事

県
知
事
賞賞（
小
学
生
の
部

（
小
学
生
の
部
））築
山
さ
ん
の
作

築
山
さ
ん
の
作
品品

●
市
長
賞

稲
冨
は
る
の（
篠
目

中
３
年
）

●
市
議
会
議
長
賞

五
十
嵐
亜
美

（
桜
井
中
１
年
）

●
市
教
育
長
賞

鈴
木
元
喜（
安

げ
ん
き

城
南
中
２
年
）

●
金
賞

日
坂
学
杜（
安
城
南
中

が
く
と

１
年
）、柴
田
奈
緒（
安
城
北
中
２

年
）、神
谷
巴
樺（
安
城
南
中
３
年
）

と
も
か

●
銀
賞

梶
本
莉
乃（
安
城
北
中

１
年
）、南
口
遼
河（
安
城
西
中
２

な
ん
こ
う
は
る
か

年
）、眞
榮
城
琉
花（
安
城
北
中
３

ま

え
し
ろ
る

か

年
）

▲▲

県
知
事

県
知
事
賞賞（
中
学
生
の
部

（
中
学
生
の
部
））米
津
さ
ん
の
作

米
津
さ
ん
の
作
品品

広報あんじょう 2018.3.15牙

４
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
一
年

を
か
け
て
、
種
ま
き
、
苗
の
植
え

付
け
、
草
取
り
、
収
穫
と
、
作
物

が
と
れ
る
ま
で
を
体
験
し
ま
す
。

収
穫
し
た
作
物
で
の
ク
ッ
キ
ン
グ

や
、
大
豆
か
ら
の
豆
腐
作
り
も
行

い
ま
す（
全

回
）。

１１

●
日
程
／
内
容

左
表
の
と
お
り

●
場
所

箕
輪
町
の
圃
場
等

ほ

●
対
象

市
内
在
住
の
小
学
３
～

６
年
生

●
定
員

人（
先
着
順
）

２０

●
参
加
費

１
０
０
０
円
／
年

※
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
の
材
料
が
別

途
必
要
。

●
申
込
み

３
月

日
昇
～

日

２０

３１

松
に
、
住
所
・
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）・

学
校
名
・
学
年
・
電
話
番
号
・
保

護
者
名
を
E
メ
ー
ル
で
N
P
O
法

人
人
の
環
ネ
ッ
ト
あ
ん
じ
ょ
う
畑

ク
ラ
ブ（hiroshi.Furui＠

gm
a

il.com

）へ
■問
▼
人
の
環
ネ
ッ
ト

あ
ん
じ
ょ
う
畑
ク
ラ
ブ・古
井

（
緯

〈
８
１
３
５
〉４
７
５
５
）

０９０

農
務
課

（
緯〈

〉２
２
３
３
）

７１

内容日程
開講式、とうもろこしの苗植
え、草取り、焼きそば作り４月１５日掌

さつまいも・ピーナツの苗植
え、草取り５月２６日松

じゃがいもの収穫・とうもろ
こしの収穫と試食、大豆の種
まき、草取り

６月２４日掌

（午前）収穫したじゃがいもを
使った料理、ところてん作り
（午後）草取り

７月２２日掌

八丁味噌工場（岡崎市）見学８月１７日晶

ピーナツ収穫、草取り９月２３日抄

さつまいも・枝豆収穫１０月２８日掌

大豆の収穫、豆腐用の豆作り１１月２５日掌

豆腐作り１２月１６日掌

エコクッキング、お楽しみ会２月１１日抄

じゃがいもの種芋植え付け、
修了式３月３日掌

※時間は午前１０時～１１時３０分。
※７月２２日は午後４時～５時も有。
※８月１７日は午前９時３０分～１１時３０分。

畑
と
友
達
に
な
ろ
う



安
城
を
代
表
す
る
飲
食
店
を
中

心
に
ご
当
地
グ
ル
メ
や
自
慢
の
一

品
を
販
売
す
る
ブ
ー
ス
が
ア
ン
フ

ォ
ー
レ
に
大
集
合
！

季
節
の
花
や
植
物
等
を
販
売
す

る
花
市
場
コ
ー
ナ
ー
も
登
場
し
ま

す
。
総
出
店
数
は

店（
予
定
）。

２７

願
い
ご
と
広
場
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
演
奏
等
を

披
露
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
日
は
J

R
安
城
駅
前
で
ホ
コ
天

き
ー
ぼ
ー
市
も
同
時
開

催
さ
れ
ま
す
。

●
日
時

３
月

日
松
午
前

時

２４

１０

～
午
後
４
時

●
場
所

ア
ン
フ
ォ
ー
レ

■問
資

安
城
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ズ

（
ア
ン
フ
ォ
ー
レ
総
合
案
内
）

（
緯〈

〉１
４
０
０
）

７６

春
の
安
城
い
い
も
ん
市

自
ら
が
本
来
持
っ
て
い
る
力
を

引
き
出
し
、
意
識
と
能
力
を
高
め
、

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
意
思
決

定
に
関
わ
る
力
を
つ
け
る
た
め
の

講
座
。
男
女
共
同
参
画
の
視
点
で
、

仕
事
や
社
会
活
動
等
、
自
分
が
何

を
し
た
い
の
か
、
自
分
で
判
断
し

行
動
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ

け
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
程
等

下
表
の
と
お
り

●
場
所

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

●
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
又
は
市
内
で
活
動
す
る
概
ね
２０

歳
以
上
の
人
で
、
す
べ
て
の
回
に

参
加
で
き
る
人

※
初
め
て
受
講
す
る
人
に
限
る
。

●
定
員

人（
定
員
を
超
え
た

２０

場
合
は
代
理
抽
選
）

●
参
加
費

円
５００

●
そ
の
他

有
料
託
児
有（
１
人

１
回

円
・
要
予
約
）

３００

●
申
込
み

３
月

日
昭
～
４
月

１５

日
捷
午
前
８
時

分
～
午
後
５

１６

３０

時

分（
松
掌
抄
を
除
く
）に
直
接

１５
か
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル

で
市
民
協
働
課（
胃〈
〉３
７
４
１

７２

／kyodo@
city.anjo.lg.jp

）へ

「
新
し
い
私
」発
見
講
座

「新しい私」発見講座カリキュラム
講師内容日程

日置雅子氏
（愛知県立大学
名誉教授）

開講式・オリエンテーション、
男女共同参画とは４月２６日昭

下野谷順子氏
（弁護士）私たちの暮らしの中の法５月１０日昭

小川明子氏
（名古屋大学
准教授）

メディアの情報を理解する～メディア
の「カラクリ」を覗いてみよう～５月２４日昭

市職員

安城市の男女共同参画施策について
安城市政について
議会について
議会傍聴（午後・希望者のみ）

６月７日昭

松田照美氏
（人材育成コン
サルタント）

わかりやすいまとめ方情報を発信する
力をつけよう！
～印象的なプレ
ゼンの仕方～

７月１２日昭

効果的な伝え方７月１９日昭

成果発表・閉講式９月２７日昭

※時間は午前９時３０分～正午。５月２４日のみ午後１時３０分～４時。
※日程・講座内容は、講師の都合等により変更する場合があります。

■問
▼
市
民
協
働
課

（
緯〈

〉２
２
１
８
）
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市
内
小
・
中
学
生
か
ら
５
０
２

３
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
入

賞
作
品
は
３
月

日
松
～
４
月

２４

１５

日
掌
午
前
９
時
～
午
後
９
時（
捷

を
除
く
）に
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
展
示
し
ま
す
。

入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
。

〈
敬
称
略
〉

■
小
学
生
の
部

●
県
知
事
賞

築
山
結
衣（
安
城

ゆ

い

南
部
小
５
年
）

●
市
長
賞

吉
村
心
花（
安
城
北

こ
の
か

部
小
１
年
）

●
市
議
会
議
長
賞

太
田
聖
愛

き
よ
み

（
錦
町
小
６
年
）

●
市
教
育
長
賞

牧
野
優
那（
桜

ゆ
う
な

町
小
３
年
）

●
金
賞

藤
田
晴
大（
安
城
北
部

は
る
と

小
１
年
）、平
岩
泰
成（
志
貴
小
２

年
）、山
下
花
里
奈（
安
城
中
部
小

３
年
）、神
谷
綾
花（
丈
山
小
４
年
）、

青
木
み
ち
る（
桜
林
小
５
年
）、寺

田
歩
乃
佳（
里
町
小
６
年
）

●
銀
賞

二
村
旬し

ゅ
ん

太
朗（
桜
林
小

た
ろ
う

１
年
）、泉
美
貴（
桜
井
小
２
年
）、

児
玉
怜
奈（
梨
の
里
小
３
年
）、増

れ
い
な

田
優
乙（
桜
林
小
４
年
）、畔
柳
昂

ゆ
う
と

こ
う

生（
安
城
南
部
小
５
年
）、横
地
志

せ
い

し

奈（
安
城
北
部
小
６
年
）

な■
中
学
生
の
部

●
県
知
事
賞

米
津
妃
菜（
安
城

ひ

な

北
中
２
年
）

■問
▼
市
民
安
全
課

（
緯〈

〉２
２
１
９
）

７１

平
成

年
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
展
入
賞
者

３０

▲▲

県
知
事

県
知
事
賞賞（
小
学
生
の
部

（
小
学
生
の
部
））築
山
さ
ん
の
作

築
山
さ
ん
の
作
品品

●
市
長
賞

稲
冨
は
る
の（
篠
目

中
３
年
）

●
市
議
会
議
長
賞

五
十
嵐
亜
美

（
桜
井
中
１
年
）

●
市
教
育
長
賞

鈴
木
元
喜（
安

げ
ん
き

城
南
中
２
年
）

●
金
賞

日
坂
学
杜（
安
城
南
中

が
く
と

１
年
）、柴
田
奈
緒（
安
城
北
中
２

年
）、神
谷
巴
樺（
安
城
南
中
３
年
）

と
も
か

●
銀
賞

梶
本
莉
乃（
安
城
北
中

１
年
）、南
口
遼
河（
安
城
西
中
２

な
ん
こ
う
は
る
か

年
）、眞
榮
城
琉
花（
安
城
北
中
３

ま

え
し
ろ
る

か

年
）

▲▲

県
知
事

県
知
事
賞賞（
中
学
生
の
部

（
中
学
生
の
部
））米
津
さ
ん
の
作

米
津
さ
ん
の
作
品品

広報あんじょう 2018.3.15牙

４
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
一
年

を
か
け
て
、
種
ま
き
、
苗
の
植
え

付
け
、
草
取
り
、
収
穫
と
、
作
物

が
と
れ
る
ま
で
を
体
験
し
ま
す
。

収
穫
し
た
作
物
で
の
ク
ッ
キ
ン
グ

や
、
大
豆
か
ら
の
豆
腐
作
り
も
行

い
ま
す（
全

回
）。

１１

●
日
程
／
内
容

左
表
の
と
お
り

●
場
所

箕
輪
町
の
圃
場
等

ほ

●
対
象

市
内
在
住
の
小
学
３
～

６
年
生

●
定
員

人（
先
着
順
）

２０

●
参
加
費

１
０
０
０
円
／
年

※
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
の
材
料
が
別

途
必
要
。

●
申
込
み

３
月

日
昇
～

日

２０

３１

松
に
、
住
所
・
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）・

学
校
名
・
学
年
・
電
話
番
号
・
保

護
者
名
を
E
メ
ー
ル
で
N
P
O
法

人
人
の
環
ネ
ッ
ト
あ
ん
じ
ょ
う
畑

ク
ラ
ブ（hiroshi.Furui＠
gm
a

il.com

）へ
■問
▼
人
の
環
ネ
ッ
ト

あ
ん
じ
ょ
う
畑
ク
ラ
ブ・古
井

（
緯

〈
８
１
３
５
〉４
７
５
５
）

０９０

農
務
課

（
緯〈

〉２
２
３
３
）

７１

内容日程
開講式、とうもろこしの苗植
え、草取り、焼きそば作り４月１５日掌

さつまいも・ピーナツの苗植
え、草取り５月２６日松

じゃがいもの収穫・とうもろ
こしの収穫と試食、大豆の種
まき、草取り

６月２４日掌

（午前）収穫したじゃがいもを
使った料理、ところてん作り
（午後）草取り

７月２２日掌

八丁味噌工場（岡崎市）見学８月１７日晶

ピーナツ収穫、草取り９月２３日抄

さつまいも・枝豆収穫１０月２８日掌

大豆の収穫、豆腐用の豆作り１１月２５日掌

豆腐作り１２月１６日掌

エコクッキング、お楽しみ会２月１１日抄

じゃがいもの種芋植え付け、
修了式３月３日掌

※時間は午前１０時～１１時３０分。
※７月２２日は午後４時～５時も有。
※８月１７日は午前９時３０分～１１時３０分。

畑
と
友
達
に
な
ろ
う



３
月

日
捷
か
ら
、
障
害

２６

者
の
通
院
や
外
出
に
か
か
る

タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
利
用
券

を
１
人
１
冊
交
付
し
ま
す
。

な
お
、
週
２
回
以
上
か
つ

２
カ
月
以
上
の
通
院
が
必
要

な
人
に
は
、
通
院
報
告
書
の

提
出
に
よ
り
２
冊
目
を
交
付

し
ま
す
。

※
利
用
で
き
る
の
は
４
月
１

日
掌
以
降
で
す
。

●
対
象

次
の
陰
～
韻
の
い

ず
れ
か
を
持
っ
て
い
る
人

陰
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３

級隠
療
育
手
帳
Ａ
・
Ｂ
判
定

韻
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
１
・
２
級

※
自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税

の
減
免
を
受
け
て
い
る
人
、

安
城
市
高
齢
者
タ
ク
シ
ー

料
金
助
成
利
用
券
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人
を
除
く
。

●
申
請
方
法

陰
～
韻
の
い

ず
れ
か
を
持
っ
て
障
害
福
祉

課（
緯〈

〉２
２
２
５
）へ

７１

■問
▼
ス
ポ
ー
ツ
課

（
緯〈

〉３
５
３
５
）

７５

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
団
員
を
募
集

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
心
と
体
を

育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
。
各
地
区
の
小
学

校
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

平
成

年
度
の
団
員
を
募
集
し

３０

ま
す
。

●
種
目
／
団
体
名
／
日
時
／
場
所

／
対
象

左
表
の
と
お
り

●
申
込
み

電
話
で
左
表
の
各
申

込
み
先
へ

問合せ・
申込み先対象場所日時団体名種目

神宮数見
かず み

（緯〈９２〉２５８８）小学生・
中学生

高棚小捷昌午後７時～９時、
松午前７時～９時

高棚
修
しゅう

武会
ぶ

剣

道

三浦千恵美
（緯〈９９〉１５２８）桜井中昇午後６時～８時、

掌午後６時３０分～８時
桜井剣道
クラブ

上山浩司
（緯〈７４〉７８３５）小学生～

高校生

安城東部小昇昭午後７時～９時安城東部
祥学館

岩田秀樹
（緯〈７７〉５５４９）安城中部小昌昭午後７時～９時剣正会

神谷晃一
（緯０９０〈４８６９〉
１７８６）小学生

二本木小
掌午前８時～９時３０分安城

スポーツ
サッカー

サ
ッ
カ
ー

安城西部小
錦町小

掌午前１０時～１１時３０分
桜町小

深津忠男
（緯〈４１〉５６７７）明和小松午前９時～正午、

掌午後１時～４時３０分明和FC

西川亮次
（緯０９０〈２９２５〉
２３７１）

小学３～
６年生桜林小

松掌午前（詳細はHP）
https://ohrin-１９８１.
amebaownd.com/

桜林ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

杉崎甲人
まさ と

（緯０９０〈３４４１〉
８１９４）

小学２～
６年生桜井小松掌抄午前８時～正午桜井

古家秀文
ふる いえ

（緯〈７４〉７８９７）小学生～
大学生

安祥中昌午後６時３０分
～８時３０分

桜井
空手道空

手
道

中部福祉
センター晶午後６時３０分～９時

桜井公民館掌午後５時３０分
～７時３０分

神田知久
（緯〈９９〉４２３４）

桜井福祉
センター松午後５時３０分～８時

可児直子
（緯〈９７〉００５６）

小学生～
高校生北部公民館松午後５時３０分～９時里町

空手道

稲垣光治
みつ はる

（緯〈７６〉３８４６）
小学２～
６年生安城南部小

掌午前８時～９時３０分
（１～３月は午前８時３０
分～１０時）

南部

複
合
種
目（
※
）
※複合種目は、バドミントン・卓球・スキー・キャンプ等幅広い活動をします。
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安城スポーツサッカー

桜井スポーツ少年団

最
多
で
し
た
。
死
者
の
多
く
は
住

宅
火
災
に
よ
る
も
の
で
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

条
例
で
義
務
化
さ
れ
て
か
ら

年
１０

経
過
し
ま
し
た
。
定
期
的
に
点
検

を
実
施
し
、
電
池
切
れ
や
故
障
が

あ
れ
ば
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

■
救
急

平
成

年
中
の
出
動
件
数
は

２９

■
火
災

平
成

年
中
の
件
数
は

件
で
、

２９

１４９

前
年
よ
り

件
増
加
し
ま
し
た

２１

（
表
１
）。出
火
原
因
は
、
放
火（
疑

い
含
む
）が

件
と
最
も
多
く
、

２８

次
い
で
た
ば
こ

件
、
こ
ん
ろ

１９

１１

件
で
し
た
。（
表
２
）

火
災
件
数
は

年
前
と
比
較
し

１０

て
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
火

災
に
よ
る
死
者
数
は
過
去

年
で

１０

２
万
２
０
１
１
件
・
搬
送
人
員
は

２
万

人
と
い
ず
れ
も
過
去
最
高

７３５

で
、
そ
れ
ぞ
れ
前
年
よ
り

件
、

８２２

人
増
加
し
て
い
ま
す（
表
３
）。

７１９

表３：救急出動件数・救急搬送人員
救急搬送人員（人）救急出動件数（件）

平成２８年平成２９年平成２８年平成２９年種別
２０２６１０２１２９火災
０１０２自然災害
５３１７１４水難

１,９５０１,８２２１,９２３１,８０２交通事故
２１５２０７２２０２０９労働災害
１４６１３１１４７１２８運動競技
２,４６６２,７０６２,５９０２,８２７一般負傷
８４７９９６９０加害
１４４１３７２０６１９４自損行為

１３,５５７１４,１２１１４,３８７１５,０２１急病

１,４２９１,５０２

１,４１３１,４８４転院搬送
４４医師搬送
０６資機材輸送
８４１０１その他

２０,０１６２０,７３５２１,１８９２２,０１１計

表１：火災件数等
平成２８年平成２９年種別

７３８４建物
１２１６車両
００船舶
４３４９その他
１２８１４９計

２,５４８釈３,３５８釈焼損床
面積

４２６,２３８千円２６１,０１３千円損害額
５人８人死者
２４人２３人負傷者

表２：出火原因別件数
平成２９年種別

２８放火（疑い含む）
１９たばこ
１１こんろ
８電気機器・電気装置
３電灯、電話等の配線・配線機器
３ストーブ
３火入れ
３マッチ・ライター
７１その他
１４９計

高
齢
者
や
障
害
者
の
虐
待
防
止
と

養
護（
介
護
）者
支
援
の
た
め
に

高
齢
者
や
障
害
者
へ
の
虐
待
が

疑
わ
れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
高
齢
福

祉
課
又
は
障
害
福
祉
課
へ
必
ず
通

報
し
て
く
だ
さ
い
。
通
報
者
に
関

す
る
情
報
が
外
部
に
漏
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
虐
待
で

あ
る
か
否
か
の
判
断
は
不
要
で
す
。

■
虐
待
の
種
類

●
身
体
的
虐
待

殴
る
・
つ
ね
る

等
の
暴
行
や
、
縛
る
・
鍵
付
き
の

部
屋
に
閉
じ
込
め
る
等
の
拘
束

●
心
理
的
虐
待

言
葉
に
よ
る
暴

力
や
家
族
内
で
の
無
視
等

●
経
済
的
虐
待

資
産
を
無
断
で

処
分
し
た
り
年
金
や
預
貯
金
を
使

っ
た
り
す
る
、
現
金
を
渡
さ
な
い
等

●
性
的
虐
待

性
的
な
暴
力
や
い

た
ず
ら
、
人
前
で
裸
に
す
る
等

●
ネ
グ
レ
ク
ト

介
護
や
世
話
を

し
な
い
、
必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス

や
治
療
を
受
け
さ
せ
な
い
等

■
こ
ん
な
サ
イ
ン
に
注
意

●
高
齢
者
・
障
害
者
か
ら
の
サ
イ
ン

家
に
帰
り
た
が
ら
な
い
、
汚
れ
た

ま
ま
の
服
を
着
て
い
る
、
家
族
の

話
題
を
避
け
る
、
原
因
不
明
の
ケ

ガ
が
多
い
、
施
設
の
従
事
者
を
怖

が
っ
て
い
る
等

●
介
護
者
・
家
族
か
ら
の
サ
イ
ン

介
護
に
疲
れ
て
い
る
、
イ
ラ
イ
ラ

し
て
い
る
、
高
齢
者
・
障
害
者
に

対
し
て
無
関
心

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
施
設

に
お
い
て

職
員
の
入
れ
替
り
が

激
し
い
、
怒
鳴
り
声
が
聞
こ
え
る

■
心
が
け
た
い
こ
と

●
声
か
け

日
ご
ろ
か
ら
地
域
で

声
を
か
け
あ
い
、
本
人
や
家
族
の

変
化
に
気
づ
く
関
係
を
つ
く
る

●
抱
え
込
ま
な
い

世
間
体
が
気

に
な
る
等
の
理
由
で
抱
え
込
ま
ず
、

早
く
相
談
す
る

●
施
設
等
と
の
交
流
の
機
会
を
持

つ

面
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行

く■
相
談
窓
口

高
齢
者
糸
高
齢
福
祉
課
、
市
内
の

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
各

地
域
の
民
生
委
員

障
害
者
糸
障

害
福
祉
課
、
ふ
れ
あ
い
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
、
各
地
域
の
民
生
委
員

■問
▼
高
齢
福
祉
課

（
緯〈

〉２
２
６
４
）

７１障
害
福
祉
課

（
緯〈

〉２
２
２
５
）

７１

平
成

年
衣
浦
東
部
広
域
連
合
管
内
の
火
災
・
救
急

２９
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■問
▼
衣
浦
東
部
広
域
連
合

消
防
課

（
緯〈

〉０
１
３
５
）

６３



３
月

日
捷
か
ら
、
障
害

２６

者
の
通
院
や
外
出
に
か
か
る

タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
利
用
券

を
１
人
１
冊
交
付
し
ま
す
。

な
お
、
週
２
回
以
上
か
つ

２
カ
月
以
上
の
通
院
が
必
要

な
人
に
は
、
通
院
報
告
書
の

提
出
に
よ
り
２
冊
目
を
交
付

し
ま
す
。

※
利
用
で
き
る
の
は
４
月
１

日
掌
以
降
で
す
。

●
対
象

次
の
陰
～
韻
の
い

ず
れ
か
を
持
っ
て
い
る
人

陰
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３

級隠
療
育
手
帳
Ａ
・
Ｂ
判
定

韻
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
１
・
２
級

※
自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税

の
減
免
を
受
け
て
い
る
人
、

安
城
市
高
齢
者
タ
ク
シ
ー

料
金
助
成
利
用
券
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人
を
除
く
。

●
申
請
方
法

陰
～
韻
の
い

ず
れ
か
を
持
っ
て
障
害
福
祉

課（
緯〈

〉２
２
２
５
）へ

７１

■問
▼
ス
ポ
ー
ツ
課

（
緯〈

〉３
５
３
５
）

７５

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
団
員
を
募
集

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
心
と
体
を

育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
。
各
地
区
の
小
学

校
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

平
成

年
度
の
団
員
を
募
集
し

３０

ま
す
。

●
種
目
／
団
体
名
／
日
時
／
場
所

／
対
象

左
表
の
と
お
り

●
申
込
み

電
話
で
左
表
の
各
申

込
み
先
へ

問合せ・
申込み先対象場所日時団体名種目

神宮数見
かず み

（緯〈９２〉２５８８）小学生・
中学生

高棚小捷昌午後７時～９時、
松午前７時～９時

高棚
修
しゅう

武会
ぶ

剣

道

三浦千恵美
（緯〈９９〉１５２８）桜井中昇午後６時～８時、

掌午後６時３０分～８時
桜井剣道
クラブ

上山浩司
（緯〈７４〉７８３５）小学生～

高校生

安城東部小昇昭午後７時～９時安城東部
祥学館

岩田秀樹
（緯〈７７〉５５４９）安城中部小昌昭午後７時～９時剣正会

神谷晃一
（緯０９０〈４８６９〉
１７８６）小学生

二本木小
掌午前８時～９時３０分安城

スポーツ
サッカー

サ
ッ
カ
ー

安城西部小
錦町小

掌午前１０時～１１時３０分
桜町小

深津忠男
（緯〈４１〉５６７７）明和小松午前９時～正午、

掌午後１時～４時３０分明和FC

西川亮次
（緯０９０〈２９２５〉
２３７１）

小学３～
６年生桜林小

松掌午前（詳細はHP）
https://ohrin-１９８１.
amebaownd.com/

桜林ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

杉崎甲人
まさ と

（緯０９０〈３４４１〉
８１９４）

小学２～
６年生桜井小松掌抄午前８時～正午桜井

古家秀文
ふる いえ

（緯〈７４〉７８９７）小学生～
大学生

安祥中昌午後６時３０分
～８時３０分

桜井
空手道空

手
道

中部福祉
センター晶午後６時３０分～９時

桜井公民館掌午後５時３０分
～７時３０分

神田知久
（緯〈９９〉４２３４）

桜井福祉
センター松午後５時３０分～８時

可児直子
（緯〈９７〉００５６）

小学生～
高校生北部公民館松午後５時３０分～９時里町

空手道

稲垣光治
みつ はる

（緯〈７６〉３８４６）
小学２～
６年生安城南部小

掌午前８時～９時３０分
（１～３月は午前８時３０
分～１０時）

南部

複
合
種
目（
※
）
※複合種目は、バドミントン・卓球・スキー・キャンプ等幅広い活動をします。
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安城スポーツサッカー

桜井スポーツ少年団

最
多
で
し
た
。
死
者
の
多
く
は
住

宅
火
災
に
よ
る
も
の
で
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

条
例
で
義
務
化
さ
れ
て
か
ら

年
１０

経
過
し
ま
し
た
。
定
期
的
に
点
検

を
実
施
し
、
電
池
切
れ
や
故
障
が

あ
れ
ば
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

■
救
急

平
成

年
中
の
出
動
件
数
は

２９

■
火
災

平
成

年
中
の
件
数
は

件
で
、

２９

１４９

前
年
よ
り

件
増
加
し
ま
し
た

２１

（
表
１
）。出
火
原
因
は
、
放
火（
疑

い
含
む
）が

件
と
最
も
多
く
、

２８

次
い
で
た
ば
こ

件
、
こ
ん
ろ

１９

１１

件
で
し
た
。（
表
２
）

火
災
件
数
は

年
前
と
比
較
し

１０

て
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
火

災
に
よ
る
死
者
数
は
過
去

年
で

１０

２
万
２
０
１
１
件
・
搬
送
人
員
は

２
万

人
と
い
ず
れ
も
過
去
最
高

７３５

で
、
そ
れ
ぞ
れ
前
年
よ
り

件
、

８２２

人
増
加
し
て
い
ま
す（
表
３
）。

７１９

表３：救急出動件数・救急搬送人員
救急搬送人員（人）救急出動件数（件）

平成２８年平成２９年平成２８年平成２９年種別
２０２６１０２１２９火災
０１０２自然災害
５３１７１４水難

１,９５０１,８２２１,９２３１,８０２交通事故
２１５２０７２２０２０９労働災害
１４６１３１１４７１２８運動競技
２,４６６２,７０６２,５９０２,８２７一般負傷
８４７９９６９０加害
１４４１３７２０６１９４自損行為

１３,５５７１４,１２１１４,３８７１５,０２１急病

１,４２９１,５０２

１,４１３１,４８４転院搬送
４４医師搬送
０６資機材輸送
８４１０１その他

２０,０１６２０,７３５２１,１８９２２,０１１計

表１：火災件数等
平成２８年平成２９年種別

７３８４建物
１２１６車両
００船舶
４３４９その他
１２８１４９計

２,５４８釈３,３５８釈焼損床
面積

４２６,２３８千円２６１,０１３千円損害額
５人８人死者
２４人２３人負傷者

表２：出火原因別件数
平成２９年種別

２８放火（疑い含む）
１９たばこ
１１こんろ
８電気機器・電気装置
３電灯、電話等の配線・配線機器
３ストーブ
３火入れ
３マッチ・ライター
７１その他
１４９計

高
齢
者
や
障
害
者
の
虐
待
防
止
と

養
護（
介
護
）者
支
援
の
た
め
に

高
齢
者
や
障
害
者
へ
の
虐
待
が

疑
わ
れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
高
齢
福

祉
課
又
は
障
害
福
祉
課
へ
必
ず
通

報
し
て
く
だ
さ
い
。
通
報
者
に
関

す
る
情
報
が
外
部
に
漏
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
虐
待
で

あ
る
か
否
か
の
判
断
は
不
要
で
す
。

■
虐
待
の
種
類

●
身
体
的
虐
待

殴
る
・
つ
ね
る

等
の
暴
行
や
、
縛
る
・
鍵
付
き
の

部
屋
に
閉
じ
込
め
る
等
の
拘
束

●
心
理
的
虐
待

言
葉
に
よ
る
暴

力
や
家
族
内
で
の
無
視
等

●
経
済
的
虐
待

資
産
を
無
断
で

処
分
し
た
り
年
金
や
預
貯
金
を
使

っ
た
り
す
る
、
現
金
を
渡
さ
な
い
等

●
性
的
虐
待

性
的
な
暴
力
や
い

た
ず
ら
、
人
前
で
裸
に
す
る
等

●
ネ
グ
レ
ク
ト

介
護
や
世
話
を

し
な
い
、
必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス

や
治
療
を
受
け
さ
せ
な
い
等

■
こ
ん
な
サ
イ
ン
に
注
意

●
高
齢
者
・
障
害
者
か
ら
の
サ
イ
ン

家
に
帰
り
た
が
ら
な
い
、
汚
れ
た

ま
ま
の
服
を
着
て
い
る
、
家
族
の

話
題
を
避
け
る
、
原
因
不
明
の
ケ

ガ
が
多
い
、
施
設
の
従
事
者
を
怖

が
っ
て
い
る
等

●
介
護
者
・
家
族
か
ら
の
サ
イ
ン

介
護
に
疲
れ
て
い
る
、
イ
ラ
イ
ラ

し
て
い
る
、
高
齢
者
・
障
害
者
に

対
し
て
無
関
心

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
施
設

に
お
い
て

職
員
の
入
れ
替
り
が

激
し
い
、
怒
鳴
り
声
が
聞
こ
え
る

■
心
が
け
た
い
こ
と

●
声
か
け

日
ご
ろ
か
ら
地
域
で

声
を
か
け
あ
い
、
本
人
や
家
族
の

変
化
に
気
づ
く
関
係
を
つ
く
る

●
抱
え
込
ま
な
い

世
間
体
が
気

に
な
る
等
の
理
由
で
抱
え
込
ま
ず
、

早
く
相
談
す
る

●
施
設
等
と
の
交
流
の
機
会
を
持

つ

面
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行

く■
相
談
窓
口

高
齢
者
糸
高
齢
福
祉
課
、
市
内
の

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
各

地
域
の
民
生
委
員

障
害
者
糸
障

害
福
祉
課
、
ふ
れ
あ
い
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
、
各
地
域
の
民
生
委
員

■問
▼
高
齢
福
祉
課

（
緯〈

〉２
２
６
４
）

７１障
害
福
祉
課

（
緯〈

〉２
２
２
５
）

７１

平
成

年
衣
浦
東
部
広
域
連
合
管
内
の
火
災
・
救
急

２９
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■問
▼
衣
浦
東
部
広
域
連
合

消
防
課

（
緯〈

〉０
１
３
５
）

６３
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